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私
と
農
業
の
出
会
い
は
、
小
学

校
６
年
生
の
と
き
で
し
た
。
母
の

勧
め
で
川
南
町
の
畜
産
農
家
さ
ん

で
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た

の
で
す
。「
命
を
い
た
だ
く
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
体
験
の
中
で
、
私

は
黒
豚
の
糞
尿
を
使
っ
て
農
作
物

を
育
て
る
こ
と
に
関
心
を
持
ち
ま

し
た
。
臭
く
て
汚
い
糞
尿
を
乾
燥

さ
せ
て
土
に
戻
す
と
、
そ
の
土
が

お
い
し
い
作
物
を
育
て
る
と
い
う

循
環
に
感
動
し
た
こ
と
は
、
そ
の

後
も
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
ま
し

た
。

　
「
農
業
に
携
わ
り
た
い
」。
子
ど

も
時
代
の
大
き
な
出
会
い
は
、
私

の
心
に
火
を
灯
し
ま
し
た
。
宮
崎

市
出
身
で
家
族
の
だ
れ
一
人
と
し

て
農
業
に
携
わ
っ
て
い
な
い
私
で

す
が
、
県
立
農
業
大
学
校
で
基
礎

を
学
び
、
現
在
、
綾
町
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
し
て
施
設
野

菜
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

綾
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
「
農

地
の
問
題
」
や
、
農
業
生
産
者
の

高
齢
化
、担
い
手
不
足
な
ど
の
「
労

働
力
不
足
の
問
題
」
を
解
消
す
る

た
め
の
実
戦
部
隊
と
し
て
平
成
26

年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。
農

業
生
産
と
農
産
物
の
販
売
促
進
、

農
家
支
援
の
３
つ
の
業
務
が
あ
り

ま
す
。

　

私
が
今
、
栽
培
し
て
い
る
の
は

ミ
ニ
ト
マ
ト
で
す
。
ハ
ウ
ス
の
温

度
管
理
や
水
管
理
な
ど
、
毎
日
、

目
を
離
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
10
月
の
苗
の
植
え
込
み
か
ら

よ
う
や
く
収
穫
の
時
期
を
迎
え
、

私
の
ト
マ
ト
が
消
費
者
の
皆
さ
ん

へ
届
く
こ
と
や
、
お
い
し
い
と

言
っ
て
食
べ
て
く
れ
る
姿
を
想
像

す
る
と
、
喜
び
で
胸
が
躍
り
ま
す
。

　

生
産
の
傍
ら
、
ミ
カ
ン
や
コ
ガ

ネ
セ
ン
ガ
ン
の
収
穫
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
定
植
な
ど
、
高
齢
の
農
家

さ
ん
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
は
今
、
大
き
な
楽
し
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
学

校
で
は
学
べ
な
か
っ
た
栽
培
の
コ

ツ
や
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
さ
ん
が
長

年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
技
術
な
ど
を

農
業
の
現
場
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
た
く
さ

ん
の
農
家
さ
ん
が
励
ま
し
の
声
を

掛
け
て
く
れ
た
り
、
農
作
業
の
手

を
止
め
て
私
に
手
を
振
っ
て
く
れ

た
り
、「
若
い
女
の
子
が
耕
運
機

に
乗
る
の
は
珍
し
い
、
運
転
に
は

気
を
付
け
な
よ
」
と
気
遣
っ
て
く

れ
た
り
し
ま
す
。
あ
る
と
き
は
、

「
あ
ん
た
は
農
業
を
す
る
た
め
に

生
ま
れ
て
き
た
っ
ち
ゃ
が
」
と
言

わ
れ
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。

　
「
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
は
塗

ら
な
か
っ
た
の
？
」「
帽
子
は
な

か
っ
た
の
？
」。
炎
天
下
で
作
業

を
し
て
家
に
帰
る
と
、
真
っ
赤
に

日
焼
け
し
た
私
の
顔
を
見
て
、
母

は
心
配
そ
う
に
言
い
ま
す
。
お
化

粧
も
せ
ず
、
作
業
服
で
毎
日
出
勤

す
る
私
を
見
て
た
め
息
を
つ
く
母
。

年
ご
ろ
の
娘
が
、
遊
び
に
も
行
か

ず
に
家
と
仕
事
場
の
往
復
、
と
い

う
毎
日
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
心

配
の
よ
う
で
す
。
で
も
、私
を
待
っ

て
い
る
農
家
さ
ん
や
励
ま
し
の
言

葉
を
掛
け
て
く
れ
る
町
の
皆
さ
ん

が
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
真
心

を
込
め
て
育
て
て
い
る
ト
マ
ト
！

そ
の
存
在
が
私
の
喜
び
で
生
き
が

い
で
す
。

　

生
産
者
と
な
っ
て
２
年
目
の
昨

年
10
月
の
こ
と
で
す
。
台
風
24
号

が
来
襲
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が

倒
壊
し
た
り
、
植
え
た
ば
か
り
の

野
菜
の
種
が
流
さ
れ
た
り
と
、
農

業
の
現
場
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
ま
し
た
。
幸
い
、
私
が
ト
マ

ト
を
作
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
被
害
を
受
け
た
農
家

さ
ん
に
足
を
運
び
、
ハ
ウ
ス
の
撤

去
作
業
や
が
れ
き
の
片
づ
け
な

ど
、
営
農
再
開
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
再
開

に
は
た
く
さ
ん
の
お
金
と
労
力
が

必
要
で
す
。
国
の
災
害
対
策
支
援

が
行
わ
れ
る
と
聞
い
た
農
家
さ
ん

が
振
り
絞
る
よ
う
な
声
で
言
っ
た

「
本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
い
う

言
葉
が
、
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

予
想
も
で
き
な
い
自
然
災
害
、
そ

し
て
農
業
の
厳
し
い
現
実
を
目
の

当
た
り
に
し
、
自
分
が
貢
献
で
き

る
こ
と
は
何
か
、
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
農
家
さ
ん
の
力
に
な

れ
る
こ
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と

を
私
は
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
綾
町
の
農
産
物
の
お
い
し
さ

を
、
農
家
さ
ん
の
思
い
を
、
全
国

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」「
愛

情
を
注
い
で
育
て
た
農
作
物
を
無

駄
な
く
消
費
者
へ
届
け
る
に
は
ど

ん
な
方
法
が
あ
る
だ
ろ
う
」「
綾

の
土
地
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
取
り
組
め
る
栽
培
方
法

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」。

　

私
は
生
産
者
で
す
が
、
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で
も
あ
り
ま

す
。「
綾
町
の
農
業
が
も
っ
と
よ

く
な
る
よ
う
に
。
綾
町
の
農
家
さ

ん
の
笑
顔
を
い
つ
ま
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
」。
こ
れ
か
ら
は
農
業

分
野
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
収
集
を

す
る
と
と
も
に
、
農
業
の
現
場
で

学
び
を
深
め
な
が
ら
、
一
人
で
も

多
く
の
農
家
さ
ん
や
消
費
者
の
方

と
手
を
つ
な
ぎ
、
農
業
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。
農
業
と
誠

実
に
向
き
合
い
、
大
き
な
喜
び
を

感
じ
な
が
ら
―
。

「
農
業
と
私
」

河か
わ
の野

　
彩あ

や

美み

　

平
成
31
年
の「
わ
け
も
ん
の
主
張
」

宮
東（
宮
崎
市
・
国
富
町
・
綾
町
）大
会

は
１
月
19
日
、宮
崎
市
教
育
情
報
研
修

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。綾
町
か

ら
は
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す

る
河
野
彩
美
さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た
。
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お知らせ&情報 2019
2月

春いっぱいコンサート　
　春の訪れを告げる「春いっぱいコンサート」。ご家族
おそろいでご来場ください。入場無料。

日　　時／ 3 月 2 日（土）
　　　　　午後 1 時 30 分開場、午後 2 時開演
場　　所／綾町公民館文化ホール
出演団体／綾中学校吹奏楽部、綾幼稚園
　　　　　綾町消防団ラッパ隊、町立保育所
　　　　　綾照葉コーラス、綾小学校合唱部

■問い合わせ先／綾町公民館内 春いっぱいコンサート実行委員会　☎７７－１１８３

　桜の見ごろに合わせ、「春の綾ポニー競馬」が綾馬事
公苑で開催されます。子どもジョッキーによるかわい
らしいポニーのレースを間近で見ませんか？
　当日は、レース毎に１着を予想して投票し当たると、
抽選ですてきな景品が進呈されます。投票には、会場
で配布される競馬新聞が必要です。家族そろってぜひ
ご来場ください。

　日　　時／ 3 月 31 日（日）午前 10 時 30 分出走
　場　　所／綾馬事公苑

■問い合わせ先／綾馬事公苑　☎７７－０９６４

　広報あや 2 月号でもお知らせしたとおり、4 月から朝のミュージックチャイムの時間を午前 6 時に
変更することになりました。これは、午前 7 時に吹鳴しているミュージックチャイムの時間を以前の
ように午前 6 時にしてほしいという要望が多く寄せられていることを受け、各自治公民館の役員を対
象としたアンケート調査の結果を基に自治公民館長会で協議をし、決まったものです。
　皆さんの生活スタイルはさまざまであり、この変更によって支障を来す場合があるかもしれません
が、子どもたちの生活リズムを基に検討した結果ですので、皆さんのご理解をお願いします。
　なお、曲目はこれまでどおり、慣れ親しんでいる綾町民歌を使用します。今回の変更に合わせて、綾
町在住の音楽プロデューサー・日高慶典さんに編曲をお願いした音源となります。

■問い合わせ先／企画財政課　☎７７－２９４８

第3回 春の綾ポニー競馬

朝のミュージックチャイムの時間を変更します
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お知らせ＆情報

下水道はみんなの財産です
　下水道は、私たちの快適な生活や清潔で美しい環境を守るためにとても大切なものです。しかし、正
しい使い方をしないと、悪臭が発生したり管が詰まって使えなくなったりします。宅地内の排水設備
や下水道管が詰まってしまった場合、自宅や周囲一帯のトイレなどが使えなくなることも。下水道は
みんなの財産です。故障や下水道管の詰まりを防ぐため、大切に使いましょう。

台所では
　管詰まりの原因で多いのが、食用油によるものです。油を直接下水に流すと、下水道管の内側に固
着し詰まってしまいます。また、油や野菜くずは悪臭の原因にもなります。天ぷら油などの食用油は
新聞紙に染み込ませて「燃やせるごみ」として処分してください。

浴室では
　浴室の排水溝には必ず目皿や網を取り付けましょう。特に髪の毛はこまめに取り除いて「燃やせる
ごみ」として処分してください。

トイレでは
　トイレットペーパー以外の紙製品（紙おむつ、生理用品、不織布製の
掃除シート、たばこの吸い殻など）は下水に流してはいけません。水に
溶けるタイプの掃除・除菌シートは、一度にたくさん流すと水に溶けに
くくなるので、1 枚ずつ流すようにしてください。

そのほかに気を付けること
　ビニール袋や布きれなども詰まりの原因になります。流さないように気を付けましょう。また、マ
ンホールやマスにはごみや土砂を捨てないでください。

宅地内のマスは定期的に清掃を
　宅地内のマスのうち台所の排水が流れ込むところには「防油マス」が設置されており、定期的な清
掃が必要です。マスにたまった油は、古新聞などで包み「燃やせるごみ」として処分しましょう。

■問い合わせ先／建設課　☎７７－３４６７

　農業委員会では、農地の貸借を行う際の目安として賃借料を次のとおり定めています。契約する場
合には当事者間でよく話し合って適当な賃借料を決めてください。

■問い合わせ先／農業委員会事務局　☎７７－０１００

農地の賃借料について

農地の区分 金額（10 アールあたり）

田

田（耕地整理など済み） 13,000 円

田 10,000 円

施設園芸 45,000 円

畑 普通畑 10,000 円

※貸し手側が賦課金を負担している場合
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お知らせ＆情報

　リサイクル率の向上などのため、4 月 1 日から分別方法が変わります（本格実施は 10 月 1 日から）。
詳しくはパンフレット、役場ホームページなどでもお知らせします。分別の方法が分からない場合は、
町民生活課へお問い合わせください。

■問い合わせ先／町民生活課　☎７７－３４６５

4月からごみの分別方法が変わります

3月まで 4月から

・衣類
・毛布
・カーテン
・タオル
・シーツ

など

・飲料用または食品用の
　缶・びん
・缶・びんの金属製キャップ、　　
　王冠
・スプレー缶
・カセットコンロ用ガス缶

など

・塗料スプレー缶や塗料缶
など

・蛍光管

古
　
布

・布類（毛布、カーテン、タオル、シーツなど）
・綿や羽毛が入っている衣類
・汚れがひどい衣類、ぬれた衣服

燃
や
せ
る
ご
み

・衣類
　※綿や羽毛が入っている衣類を除く
　※汚れがひどい衣類、ぬれた衣類を除く

衣
類

・缶・びんの金属製キャップ、王冠
　※プラスチック製のものは、本体のラベルなどの
　　表示を確認して分別してください

燃
や
せ
な
い
ご
み

・飲料用まはた食品用の缶
　※缶は、縦・横・高さ・直径がいずれも
　　20cm未満のもの
　※空き缶はつぶさないでください

空
き
缶・空
き
び
ん

・飲料用・食品用以外の缶
・飲料用・食品用の缶で縦・横・高さ・直径のいずれかが　
　20cm以上のもの
・スプレー缶やカセットコンロ用ガス缶
・塗料スプレー缶や塗料缶
　※さびや汚れがひどい缶は「燃やせないごみ」へ
　※スプレー缶は中身を使い切って穴を開けてください

金
属
類

・LED以外の蛍光管
　※水銀などのリサイクルのため
　　資源物として扱います

そ
の
他
資
源
物

・LED蛍光管
　※本体に「LED」の表示があるもの

燃
や
せ
な
い
ご
み

空
き
缶
・
空
き
び
ん

燃
や
せ
な
い
ご
み

そ
の
他
資
源
物
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税のひろば 町税係　☎77-1113

　平成 30 年分（平成 30 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日）の収入に基づく住民税の申告を、3 月 15 日
（金）まで受け付けます。申告がない場合は、保育所入所、公営住宅の入居、介護保険、奨学資金貸付
などに必要な証明書を発行できない場合があります。必ず期限内に申告してください。

申告が必要な人
　平成 31 年 1 月 1 日現在で町内に住んでいるすべての人は、収入の有無にかかわらず住民税の申告
が必要です。前年中（平成 30 年１～ 12 月）の所得が給与所得のみで年末調整を済ませた人や、公
的年金収入の合計額が 400 万円以下で、かつそれ以外の所得が 20 万円以下の人は必要ありませんが、
次に該当する場合は申告が必要です。

　・　給与所得以外に所得があった人

　・　給与所得や年金収入のみの人でも、医療費控除や寄附金控除などで還付を受けようとする人

申告時に必要なもの
　①　所得の決定、経費の算定に必要な書類（帳簿、源泉徴収票、経費の領収書、固定資産税の納税通知書など）

　②　生命保険、企業年金、地震保険、傷害保険支払証明書、国民年金・国民健康保険税納入証明書

　　　※国民年金および国民健康保険税などの納入証明の提示もしくは添付が必要

　③　印鑑、国民健康保険証、還付がある場合の還付先の金融機関の通帳

　④　マイナンバーカードまたは通知カード、運転免許証などの本人確認ができる書類

平成 30 年分 所得税・住民税申告受付日程（3 月）
　申告期間の後半は混雑が予想されますので、できる限り地区指定の期日に申告をお願いします。

住民税の申告を受け付けています　

　所得税の確定申告書の提出および住民税の申告には、マイナンバーの記載が必要です（控除対
象配偶者や扶養親族、事業専従者がいる場合には、その人のマイナンバーも記載が必要）。 また
提出時には、本人確認のため次のとおり本人確認書類の写しを添付してください。

　マイナンバーカードを持っている場合
マイナンバーカードだけで番号確認と本人確認が可能です。e-Tax（国税電子申告・納税システム）で申告

書を提出する場合は、本人確認書類の提出は必要ありません。

　マイナンバーカードを持っていない場合（下記の番号確認書類、本人確認書類が１つずつ必要）
　・番号確認書類／通知カード、マイナンバーが記載されている住民票の写しまたは住民票記載事項証明書など

　・本人確認書類／運転免許証、パスポート、在留カード、公的医療保険の被保険者証、身体障害者手帳など

申告にはマイナンバーの記載が必要です

日付 地区名 受付時間 場所 日付 地区名 受付時間 場所

1（金）
立町  9:00～11:00

役場会議室

7（木） 南麓

9:00～11:00
および

13:30～16:00
役場会議室

東中坪 13:30～16:00 8（金） 昭和・割付
3（日） 全地区

9:00～11:00
および

13:30～16:00

10（日）
～

15（金）
全地区

4（月） 神下
5（火） 揚町
6（水） 西中坪

※3日、10日は午前・午後各40人の定員制（8:30に役場玄関を開けます）
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税のひろば 町税係　☎77-1113

申告期限・納期限
　所得税および復興特別所得税、贈与税／ 3 月 15 日（金）まで　　口座振替日 4 月 22 日（月）
　消費税および地方消費税（個人事業者）／ 4 月 1 日（月）まで　　口座振替日 4 月 24 日（水）

　平成 30 年分所得税の確定申告記載会場は、3 月 15 日（金）まで開設されています。期限間近には
窓口がたいへん混雑します。「所得税の確定申告の手引き」を参考に、昨年１年間の所得と税額を正し
く計算して記載し、早めに申告と納税を行ってください。なお、確定申告書の提出は郵送でもできま
す。

　軽自動車やバイクなどを持っていて、転入・転出、廃車、譲渡をした場合
は、所定の手続きが必要です。軽自動車税は 4 月 1 日現在の所有者に課税さ
れますので、早めに手続きを行ってください。なお、軽自動車の所有者が亡
くなった場合も届け出が必要になります。

軽自動車などの手続きについて

確定申告書は自分で書いて早めの提出を！

記載内容 受付期間 場　所

所得税
消費税
贈与税

3月15日（金）まで
時間／土・日曜を除く午前9時～午後4時

カリーノ宮崎 9 階
（宮崎市橘通東4-8-1）

宮崎中央郵便局横
無料駐車場はありませんので

公共交通機関をご利用ください

※3月15日（金）までの期間は、税務署では申告に関する相談は行っていません

車種 手続き

原動機付自転車
（50・90・125cc）
小型特殊自動車

（農耕作業用ほか）

転入／役場でナンバー取り替えの手続きをしてください
転出／転出先の市区町村役場でナンバー取り替えの手続きをしてください
廃車／役場でナンバーの返納と廃車の手続きをしてください
買い替え／役場で車台変更の手続きをしてください
譲渡／譲受人の住所地の市区町村役場で名義変更の手続きをしてください

軽自動車二輪
（126～250cc）

軽自動車四輪
（660ccまで）

転入・転出／軽自動車協会で住所変更の手続きをしてください
廃車／軽自動車協会で車検証・ナンバーの返納と廃車の手続きをしてください
譲渡／譲受人の住所地の軽自動車協会で名義変更の手続きをしてください
　　　（県内の場合　県軽自動車協会　☎51-3070）

小型二輪
（251cc以上）

転入・転出／宮崎運輸支局で住所変更の手続きをしてください
廃車／宮崎運輸支局で車検証・ナンバーの返納と廃車の手続きをしてください
譲渡／譲受人の住所地の陸運支局で名義変更の手続きをしてください
　　　（県内の場合　宮崎運輸支局　☎050-5540-2088）

※自動車税の納期限は5月31日（金）まで
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健康センター ☎77-0195

無医地区巡回診療
広沢地区
　3月8日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　3月8日（金）午後1時～1時45分

　各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います。神

下地区は午後 1 時 30 分からです。ぜひご参加くだ

さい。

　平成 30 年度は次の対象者に健診費用を助成して

います。希望者はかかりつけ歯科医にご相談くださ

い。町内の医療機関でも受診できます。

　なお、受診の際は緑色の受診券と保険証を持参し

てください。受診券を紛失した場合は、健康センター

で再発行します。

■対象／平成 30 年度に次の年齢になる人

■期間／ 3 月 31 日（日）まで

■回数／ 1 人につき 1 回

■費用／自己負担 500 円（実費 4,644 円）

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■日時／ 3 月 8 日（金）午後 1 時 15 分～

■対象／乳児と母親

　※おっぱい相談の希望者はタオルをお持ちください

1 歳 6 カ月児健康診査
■日程／ 3 月 15 日（金）

■対象／平成 29 年 6、7、8 月生および未受診者

離乳食教室②（5 ～ 11 カ月児）
■日時／ 3 月 22 日（金）午後 1 時～

おっぱい相談
■日時／ 3 月 22 日（金）午後 1 時 30 分～

　※希望者はタオルをお持ちください

　　　　　　

　平成 30 年度は次の対象者に接種費用を助成して

います。希望者はかかりつけ医にご相談ください。町

内の医療機関でも接種できます。保険証と健康手帳

を持参のうえ受診してください。

■対象／

　①過去に肺炎球菌ワクチンを接種したことがなく、

　　平成 30 年度に次の年齢になる人

②過去に肺炎球菌ワクチンを接種したことがない

60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓もしくは呼

吸器の機能およびヒト免疫不全ウイルスにより

免疫の機能に障害を有し身体障害者手帳 1 級を

持つ人

■期間／ 3 月 31 日（日）まで

■費用／ 2,000 円（生活保護受給者は免除）

妊婦・乳児に関する検診・相談

高齢者肺炎球菌予防接種

お達者クラブ

歯科健診の費用を助成しています

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区

1日（金） 古屋 15日（金） 東中坪

5日（火） 中堂 19日（火）南麓・二反野

6日（水） 四枝 20日（水） 揚町・宮谷

7日（木） 上畑 22日（金） 昭和

8日（金） 北麓 26日（火） 宮原

11日（月） 立町 28日（木） 西中坪

14日（木） 神下・麓

■問い合わせ先／社会福祉協議会　☎ 77-3099

  65 歳（S28.4.2 ～ S29.4.1 生）

  70 歳（S23.4.2 ～ S24.4.1 生）

  75 歳（S18.4.2 ～ S19.4.1 生）

  80 歳（S13.4.2 ～ S14.4.1 生）

  85 歳（S  8.4.2 ～ S  9.4.1 生）

  90 歳（S  3.4.2 ～ S  4.4.1 生）

  95 歳（T12.4.2 ～ T13.4.1 生）

100 歳（T  7.4.2 ～ T  8.4.1 生）

30 歳（S63.4.1 ～ H 1.3.31 生）
35 歳（S58.4.1 ～ S59.3.31 生）
40 歳（S53.4.1 ～ S54.3.31 生）
45 歳（S48.4.1 ～ S49.3.31 生）
50 歳（S43.4.1 ～ S44.3.31 生）
55 歳（S38.4.1 ～ S39.3.31 生）
60 歳（S33.4.1 ～ S34.3.31 生）
65 歳（S28.4.1 ～ S29.3.31 生）
70 歳（S23.4.1 ～ S24.3.31 生）
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健康センター ☎77-0195

ワンストップ相談会（申込不要・相談無料）
法律・経済・こころ・福祉などに関する相談窓口を 1 カ所に設け、相談に対応します。

　・　日時／ 3 月 2 日（土）午前 10 時 30 分～午後 4 時（午後 3 時 30 分受付終了）

　・　場所／ハローワークプラザ宮崎（宮崎市大塚台西 1 丁目）

　・　問い合わせ先／県福祉保健課　地域福祉保健・自殺対策担当　☎ 26-7075

こころの電話相談（☎ 32-5566）
　さまざまな悩みを幅広くお受けします。　

　・　受付日時／月～金曜日の午前 9 時～午後 7 時（祝祭日・年末年始を除く）

精神科医による個別診療相談（予約制・相談無料）
　ストレス、うつ病、薬物やアルコール、ギャンブル依存などについて、本人や家族の相談に応じます。

　・　予約先／県精神保健福祉センター　☎ 27-5663

　・　相談場所／県総合保健センター 4 階（宮崎市霧島 1 丁目）

チャイルドライン（フリーダイヤル　0120-997777）
　18 歳以下の子ども専用の電話相談です。

　・　受付時間／月～土曜日の午後 4 時～ 9 時

死にたいほど辛い気持ちになっている人のための電話相談
　・　自殺防止電話ライフネット宮崎（☎ 28-2555）

　　　受付日時／火・木・土曜日の午後 7 時～ 11 時

　・　NPO 法人国際ビフレンダーズ　宮崎自殺防止センター（☎ 77-9090）

　　　受付日時／月・水・金・日曜日の午後 8 時～ 11 時

　・　自殺予防いのちの電話（フリーダイヤル 0120-783556）

　　　受付日時／毎月 10 日の午前 8 時～翌朝 8 時

　本誌 12 月号でお知らせした「もりりん健康マイレージ事業」について、84 人の応募がありました。抽選の

結果、次の皆さんが当選しました。おめでとうございます。引き続き、健診の受診や食生活の改善、適度な運

動などを心掛け、健康づくりに取り組んでいきましょう。
（順不同・敬称略）

A 賞／綾町特産品と健康関連商品
　　　柿内芳子（麓）、黒岩暁子（西中坪）、日髙洋子（昭和）、蚊口定明（南麓）、落合セツ子（麓）

B 賞／綾町特産品と健康関連商品
　　　長野良昭（昭和）、佐藤美子（麓）、杢元明彦（宮原）、小川恵（上畑）、西丸津代子（宮原）

　　　中野一吉（南麓）、篠原弘幸（四枝）、廣田有佳里（四枝）、兒玉千歳（宮原）、田代はま子（北麓）

C 賞／健康関連商品
　　　外山京子（昭和）、佐藤由美（麓）、佐藤久子（宮原）、黒木徳子（麓）、

　　　吉川妙子（揚町）、湯地乃奈（南麓）、橋本実（麓）、青山香代子（立町）

　　　長峰栄子（杢道）、押川妙子（西中坪）、藤本綾子（立町）、黒田サナミ（四枝）ほか匿名 3 人

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

3月は「自殺対策強化月間」です　～ひとりで悩まないで、だれかに相談してみませんか～

もりりん健康マイレージの当選者をお知らせします　
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子育て支援センター ☎77-1154

  6 日（水）　わくわく広場　

■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センターに集合

■内容／エコパークセンターへ行こう！

展示してある小動物などを見たり、お話を聞いた

りします。

13 日（水）　親子教室「コアラ」　
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センターに集合

■内容／料理講習

保育所の給食の人気のメニューを教わります。エ

プロン、三角巾（バンダナ）、マスクをお持ちくだ

さい。

20 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／懇談・お茶会

子ども向けの料理や子育てのこと、趣味、さまざま

な悩みや思いなど、皆でおしゃべりしませんか？　

27 日（水）　誕生会
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 3 月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

3月の行事
着脱の生活習慣

ゆったり子育て教室
　鬼のお面づくり＆足型アート

お誕生おめでとう
1月1日～31日に受付のあったお子さんです

相星 澪 ちゃん ［女］ H30.12.25 生
（あいぼし みお） 保護者：伸弘さん ［南麓］

大迫 叶鈴 ちゃん ［男］ H30.12.27 生
（おおさこ とうり） 保護者：健太さん ［二反野］

万膳 明莉 ちゃん ［女］ H30.12.29 生
（まんぜん あかり） 保護者：逹弥さん ［立町］

黒木 蓮冬 ちゃん ［男］ H30.12.30 生
（くろぎ れんと） 保護者：涼香さん ［北麓］

上別府 傳 ちゃん ［男］ H31.1.8 生
（かみべっぷ てん） 保護者：大輔さん ［麓］

當間奈々映 ちゃん ［女］ H31.1.9 生
（とうま ななは） 保護者：敏史さん ［神下］

原口 士輝 ちゃん ［男］ H31.1.18 生
（はらぐち とき） 保護者：博さん ［麓］

今月のPHOTO

　着脱は、毎日繰り返しながら
少しずつステップアップしてい
くもの。自我が芽生え、自分で
やりたがるようになったタイミ
ングをとらえてサポートしてい
けば、どんどん上手になっていきます。

0 歳児　着脱の心地よさを伝えよう
　快・不快の感覚は分かるので、着替えることの
気持ちよさを「さっぱりしたね」などと言葉で伝
えましょう。この声掛けで、「こういうときは着替
えるんだ」と分かるようになっていきます。
　1歳前には「バンザーイ」と言葉をかけると、両
手を上に上げるなど、着脱に協力するようになり
ます。声掛けをしなくても徐々に自分から進んで
するように。

１～ 2歳児　自分で着替えたがる
　自我が芽生え、何でも自分でやりたがるように
なります。家族の着替えを真似したがりますが、手
指の機能の発達が追いつかないため、かんしゃく
を起こすことも。
　子どものやりたい気持ちを尊重して、なるべく
自分でできるよう援助していきましょう。頑張っ
たときはたくさんほめ、「できた」と満足感を味わ
わせることが大切。

３～４歳児　できることが増える
　手先が器用になってきて、自分でできることが
増えます。服の前後や表裏なども理解し、正しく
着脱できるようになりますが、靴の左右など場面
によっては間違えることも。「自分でできた」とい
う体験を積み重ねながら自信をつけていく時期な
ので、それまでできなかったことも繰り返すうち
にできるようになります。

参考文献／ 0-5 歳児 生活習慣の身につけガイド
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有機農業開発センター ☎77-0100

　第 61 回全国カンキツ大会の県大会は 1 月 23 日、

宮崎市のシーガイアサミットホールで行われました。

県内外から約 1,000 人の関係者が参加、表彰や果樹

農家の取り組みの発表があり、綾町日向夏専門部会

の花田健二部会長（南麓）が大会決議を宣言しまし

た。

　翌日には、約 200 人を本町の産地見学として日向

夏ハウスに招き、果樹の生産状況や栽培方法などを

アピールしました。

　今年最初の子牛品

評会は1月18日、国

富町の田尻畜産セン

ターで行われました。

　去勢 11 頭、雌 13

頭が出品され、去勢

子牛の部で濵田ミチ

ヱさん（倉輪）、雌子

牛の部で入田有志さ

ん（宮原）が優等首

席に輝きました。

　森林の管理が適切に行われていない場合、土砂災害の防止や水源かん養などへ深刻な影響を及ぼしま

す。今後、「森林経営管理制度」により、森林が適切に経営管理されていない場合には、森林所有者に意

向調査を実施することにしていますのでご理解とご協力をお願いします。

全国カンキツ研究大会宮崎県大会

子牛の品評会

　野生鳥獣による農作物被害は、農家にとって切実

な問題です。綾町では、防護柵の設置や年間を通し

たパトロール、駆除活動を行っていますが、農家の

皆さんにも対策をお願いしています。

　対策として比較的安価で取り扱いが容易な害獣防

除用の爆音器が町内で使用されていますが、爆発音

が大きいとの苦情が寄せられることがあります。爆

音器を使用する際は、次のことにご注意ください。

・　近隣に住居がある場所では使用を控える（また

　　は作動時間に配慮する）

・　使用期間を必要最小限にする

・　早朝や夜間は使用しない

・　できる限り作動間隔を長くする

　綾町では、農作物を有害鳥獣から守るための電牧

柵、爆音器などの設置に対し補助を行っています。

　申請には条件がありますの

で、補助金の利用を希望する

場合は、必ず購入・設置前に

ご相談ください。なお、補助

率は変更になる場合がありま

すので事前にご確認ください。

爆音器の使用について（お願い）

鳥獣保護区等被害防止対策事業補助金の申請

4月から新たに「森林経営管理制度」がスタートします
森林所有者 市町村

市町村が管理

意向を確認

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林

経営管理を再委託

経営管理を委託

意欲と能力のある
林業経営者
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綾てるは図書館 ☎77-0180

綾ユネスコエコパークと
祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク展

　延岡市、日之影町、高

千穂町、大分県にまた

がる祖母・傾・大崩ユ

ネスコエコパークの資

料を展示。県内 2 カ所

のユネスコエコパーク

の魅力をご紹介します。延岡市立図書館では綾町に

ついての資料が展示されます。

■期間／ 3 月 1 日（金）～ 14 日（木）

　　　　　　　　

「綾町 85 年のあゆみ」館内上映
　町制施行 85 周年を記念して制作された映像を上

映します。

■日時／ 3 月 9 日 （土）午前 10 時～ 10 時 30 分

　　　　3 月 10 日（日）午後 2 時～ 2 時 30 分

　　　　※上映時間は 15 分（2 回上映）

■場所／学習視聴覚室

子ども映画まつり
　最新作の「ざんねんないきもの事典」「おしりたん

てい」「おじゃる丸」「パーシー・ジャクソンとオリ

ンポスの神々」の上映を予定。スケジュールは、館

内ポスターやホームページでご確認ください。

■期間／ 3 月 23 日（土）～ 4 月 3 日（水）

■時間／午前の部　午前 10 時～

　　　　午後の部　午後 2 時 30 分～

■場所／学習視聴覚室

　てるは図書館主催の平成 30 年度読書感想文コン

クール入賞者は以下のとおりです（敬称略）。

小学校低学年の部
1 席／郡　結梨　 2 席／垂水咲葵  3 席／日髙優奈

小学校中学年の部
1席／山口祐宇樹　 2席／大隈士桜  3席／中村結子

小学校高学年の部
1 席／迫田美純　 2 席／麻生佳歩　3 席／坂本美空

中学生の部
1 席／綾みやび　 2 席／籾田結衣　3 席／中村あい

保存期間の過ぎた雑誌を無料でご提供します。

■配布日時／ 3 月 1 日（金）午前 9 時～（先着順）

おすすめの本

３月のイベント

[ 一般書 ]
〇　図書館さんぽ
〇　信長もビックリ！ ? 科学でツッコむ日本の歴史
〇　大人の礼服とマナー
〇　ホーローバットで作る焼きっぱなしのバットクッキー
〇　名前がわかる！フルーツ＆ベジタブル図鑑
〇　鼠、恋路の闇を照らす　　 　 　　　  
〇　昨日がなければ明日もない　　　  
〇　針と糸　　　　　　　　　　　　　　　　     
〇　お別れの色　　　　　  　　　　     
〇　« 直木賞受賞作品≫　宝島    

[ 児童書 ]
〇　AI のサバイバル　2
〇　世界のスーパーカー図鑑
○　いいね！　　　　　　　　　　　　 
〇　かいけつゾロリ ロボット大さくせん　 
○　いちごちゃん
〇　マッチうりのしょうじょ

※ほかにもたくさんの本が入っています

赤川　次郎 / 著
宮部　みゆき / 著

小川　糸 / 著
吉本　ばなな / 著

真藤　順丈 / 著

筒井　ともみ / さく・え
原　ゆたか / さく・え

読書感想文コンクール入賞者

お持ち帰りください

おはなし会　　　
　日時／毎週土曜日　午後 2 時～ 2 時 30 分

子ども映写会（毎月第 3 土曜日）
　日時／ 3月16日(土)午後2時30分～3時10分
　上映作品／「天孫降臨ヒムカイザー Vol.1」

てるはおはなし会
（毎月第 3 日曜日・雨天中止）
　日時／ 3 月 17（日）
　　　　午前 11 時 30 分
　　　　～ 11 時 50 分
　場所／綾馬事公苑

3月の休館日 毎週月曜日

21日（木）は祝日開館
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一
般
寄
付

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

長
池　

恒
夫
／
野
菜
（
神
下
）

前
田　

晃
一
／
果
物
（
南
麓
）

福
山
美
代
子
／
野
菜
（
杢
道
）

黒
木　

清
明
／
い
す
（
昭
和
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

中
薗　

兼
次
／
昭
子
（
西
中
坪
）

榮
福　

保
／
ツ
ネ
子
（
上
畑
）

小
田
ツ
ヨ
子
／
勲
（
上
畑
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会（
１
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

生
涯
学
習
教
室

「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

パ
ソ
コ
ン
の
手
ほ
ど
き
我
が
子
と
同
年
の
若

き
に
受
け
つ
つ
職
繋つ

な

ぎ
た
り

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
気
を
つ
け
て
帰
り
行
く

吾
子
の
ひ
と
こ
と
お
年
玉
な
り

鈴
木
み
ち
子
さ
ん
（
昭
　
和
）

瀬
野
　
茂
子
さ
ん
（
東
中
坪
）

　

職
場
の
文
書
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
時
期
に
早
期
退
職
し
た
人
も
少
な
く
な

い
。
作
者
は
あ
と
か
ら
入
社
し
て
き
た
若
者
に
必
死
で
習
っ
て
い
る
。
「
職

繋
ぎ
た
り
」
の
結
句
か
ら
は
辞
め
て
行
っ
た
同
僚
も
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
高
年
者
が
直
面
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
厳
し
い
労
働
現
場
を
さ
り
げ
な

く
掬す
く

い
取
っ
て
い
る
が
、
深
刻
な
職
場
で
あ
る
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
な
い
。

二
〇
一
八
年
度
「
青
の
國
」
若
山
牧
水
短
歌
大
会
入
賞
作
品
。

　

筆
者
の
知
り
合
い
に
も
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
亡
く
な
っ
た
方
が
い
る
。
新

築
の
家
屋
で
は
床
暖
房
や
脱
衣
所
、
風
呂
に
は
温
風
装
置
、
居
間
に
は
エ
ア

コ
ン
と
暖
房
設
備
が
整
っ
て
い
る
が
、
古
い
家
屋
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

温
度
差
に
よ
る
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
が
原
因
ら
し
い
。
実
家
で
正
月
を
終
え

た
子
ど
も
さ
ん
の
気
遣
い
を
、
最
高
の
お
年
玉
と
感
受
し
た
作
者
。
親
子
の

清す
が
す
が々

し
い
関
係
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

税金などの納付は安心・安全で　　　　　　　　　　　　　　　
納め忘れのない口座振替が便利です。
スマホ納付PayB（ペイビー）と組み合わせるともっと便利です。
詳しくは、右のＱＲコードを読み取ってください。 宮崎銀行を

ご利用の場合
ゆうちょ銀行を
ご利用の場合

福
祉
バ
ザ
ー
お
礼

防災用品が寄贈されました
　

2
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
公
民
館
・
社
会
福
祉
・
青
少
年

健
全
育
成
町
民
大
会
の
会
場
で
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
４
１
８
点
の
出
品
が
あ
り
、
益
金
は

６
万
４
７
５
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

益
金
は
、
今
後
の
福
祉
活
動
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
・
福
祉
保
健
課
）

　県企業局は、綾第二発電所が立地す
る地域の防災力向上に貢献するため、
発電機や懐中電灯など約80万円相当
の防災用品を綾町に贈りました。
　1月18日にあった贈呈式では、図師
雄一局長が「近年は大きな災害が増え
ている。地域防災のためにぜひ役立て
てほしい」と話されました。贈られた
防災用品は竹野公民館と消防団第6部
で活用されます。
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任
期
満
了
に
伴
う
平
成
31
年
４

月
21
日
執
行
の
町
議
会
議
員
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
に
必
要
な
届
け

出
書
類
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

予
定
者
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
３
月
22
日
（
金
）
午
後

２
時
～

◎
場
所
／
役
場
南
第
一
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
／

選
挙
管
理
委
員
会

☎
77
‐
１
１
１
２

　

綾
町
在
住
者
が
、
町
外
の
人
を

案
内
す
る
た
め
に
照
葉
大
吊
橋
ま

た
は
綾
城
・
綾
国
際
ク
ラ
フ
ト
の

城
に
入
場
す
る
場
合
は
無
料
入
場

券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
役
場
と

産
業
観
光
案
内
所
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

　

上
・
下
水
道
を
使
い
始
め
る
と

き
や
転
出
・
長
期
不
在
な
ど
で
使

用
を
中
止
す
る
と
き
は
、
水
道
異

動
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
異
動

日
の
３
日
前
ま
で
に
役
場
窓
口
で

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
異

動
日
ま
で
に
提
出
で
き
な
い
場
合

は
、
建
設
課
上
下
水
道
係
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
内
で
の
転
居
で
は
、
前
住
所

の
閉
栓
届
と
新
住
所
の
開
栓
届
を

同
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
合

わ
せ
て
、
口
座
振
替
で
の
料
金
支

払
い
の
継
続
を
希
望
す
る
場
合
は
、

水
道
異
動
届
の
提
出
時
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
引
っ
越
し
を
し
て
い
な

く
て
も
、
使
用
者
名
義
の
変
更
が

あ
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
前
日

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
に
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
３
月
26
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
４
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

手
づ
く
り
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー

北
側
駐
車
場
に
設
置
し
て
い
る
電

気
自
動
車
用
充
電
ス
タ
ン
ド
は
、

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
利
用
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
利
用
の
場
合

は
て
る
は
ド
ー
ム
駐
車
場
内
の
充

電
ス
タ
ン
ド
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課
☎
77
‐
１
１
１
２

　

団
体
活
動
中
の
万
一
の
ケ
ガ
や

賠
償
責
任
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま

し
ょ
う
。
熱
中
症
や
突
然
死
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

◎
受
付
／
３
月
１
日
（
金
）
か
ら

◎
対
象
／
子
ど
も
会
、
自
治
会
、

運
動
ク
ラ
ブ
、
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
４
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ

◎
掛
金
／
年
額
８
０
０
円
か
ら

◎
加
入
方
法
／

・
加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
指
定
銀
行
の
窓
口
へ
掛

金
と
と
も
に
提
出
（
振
込
手
数

料
が
必
要
）

※
前
年
度
加
入
団
体
に
は
、
加
入

依
頼
書
が
届
き
ま
す

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
加
入
で

き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎

県
支
部
☎
55
‐
３
１
３
６

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
人
や
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
人
権
擁
護
委
員
／
早
川
ゆ
り
、

　

中
村
清
久
、
谷
口
秀
典

※
宮
崎
地
方
法
務
局
（
☎
22
‐

５
１
２
４
）
で
も
平
日
の
午
前

９
時
～
午
後
４
時
に
随
時
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
６

　

金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
の
売

買
登
記
関
係
な
ど
民
事
問
題
の
困

り
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
日
時
／
３
月
12
日
（
火
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所
／
ケ
ア
ハ
ウ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
や
介

護
が
必
要
な
本
人
の
生
活
が
少
し

で
も
向
上
す
る
た
め
の
集
い
で
す
。

介
護
体
験
者
同
士
の
交
流
や
悩
み

相
談
、
介
護
知
識
の
情
報
交
換
な

ど
を
行
い
ま
す
（
年
４
回
実
施
）。

　

３
月
は
お
花
見
・
昼
食
会
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

◎
日
時
／
３
月
20
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時

※
午
前
10
時
ま
で
に
健
康
セ
ン

タ
ー
に
集
合

◎
場
所
／
西
都
原
古
墳
群

くらしの情報［ 3 月 ］

町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

照
葉
大
吊
橋
・
綾
城
の

案
内
者
無
料
入
場
券

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

電
気
自
動
車
用
充
電

ス
タ
ン
ド
の
利
用
に
つ
い
て

引
っ
越
し
な
ど
の
と
き
に
は

水
道
異
動
届
の
提
出
が

必
要
で
す

相　

談

無
料
法
律
相
談

人
権
擁
護
委
員
紹
介

お
知
ら
せ

水
質
検
査

介
護
家
族
の
集
い
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

募　

集
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くらしの情報［ 3 月 ］

◎
参
加
費
／
１
人
１
５
０
０
円

（
昼
食
代
と
し
て
）

◎
申
込
方
法
／
３
月
８
日（
金
）ま

で
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
４
１

◎
募
集
人
員
／
各
１
人

◎
任
期
／
い
ず
れ
も
４
月
１
日
～

２
０
２
０
年
３
月
31
日

交
通
指
導
員

◎
業
務
内
容
／
交
通
安
全
指
導
や

交
通
安
全
の
普
及
啓
発
な
ど

◎
就
業
時
間
／
週
３
回
午
前
７
時

20
分
か
ら
１
時
間

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

◎
業
務
内
容
／
公
共
施
設
や
通
学

路
の
巡
回
な
ど

◎
就
業
時
間
／
週
３
回（
交
代
制
）

午
後
に
１
時
間
程
度

河
川
浄
化
等
推
進
員

◎
業
務
内
容
／
河
川
の
監
視
や
河

川
浄
化
の
啓
発
な
ど

◎
就
業
時
間
／
月
１
回
午
後
に
２

時
間
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
５

　

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
に
勤

務
す
る
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
／
１
人

◎
業
務
内
容
／
病
児
保
育
に
か
か

わ
る
看
護

◎
勤
務
日
数
／
月
20
日
以
内

◎
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
休
憩
60
分
）

◎
給
与
／
日
給
８
４
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

忍
者
修
行
体
験
や
、
大
道
芸
人

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

◎
日
時
／
３
月
３
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所
／
綾
城
・
綾
国
際
ク
ラ
フ

ト
の
城

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

　

生
涯
学
習
講
座
や
自
主
講
座
の

受
講
生
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
１
年

間
に
学
ん
だ
成
果
を
楽
し
く
、
華

や
か
に
発
表
し
ま
す
。

◎
日
時
／
３
月
10
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー

ル
■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

２
０
１
９
み
や
ざ
き
春
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
企
業

約
１
３
０
社
と
自
治
体
が
参
加
し

ま
す
。
参
加
無
料
。
履
歴
書
や
事

前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
日
時
／
３
月
20
日
（
水
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分

◎
場
所
／
シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
４
階

◎
対
象
／
２
０
１
９
年
３
月
に
大

学
・
高
校
卒
業
予
定
の
学
生
、大

学
１
～
３
年
生
、
一
般
求
職
者

（
職
業
訓
練
生
）
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
38
‐
８
８
２
３

　

県
内
企
業
約
１
１
０
社
と

２
０
２
０
年
３
月
に
大
学
な
ど
を

卒
業
予
定
の
学
生
お
よ
び
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
と
の
出
会
い

の
場
と
し
て
、
就
職
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。参
加
は
無
料
で
、事

前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
日
程
と
会
場
／

・
３
月
24
日
（
日
）
東
京
都
・
新

宿
エ
ル
タ
ワ
ー

・
４
月
６
日
（
土
）
福
岡
市
・
ア

ク
ロ
ス
福
岡

・
４
月
14
日
（
日
）
大
阪
市
・
阪

急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル

◎
時
間
／
午
後
１
時
～
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
雇
用
労
働
政
策
課

☎
26
‐
７
１
０
５

　

新
規
就
農
を
目
指
す
人
を
対
象

に
、
農
業
の
担
い
手
と
し
て
必
要

な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め

の
農
業
実
践
塾
が
県
立
農
業
大
学

校
（
高
鍋
町
）
で
開
講
さ
れ
ま
す
。

◎
期
間
／
７
月
か
ら
半
年
ま
た
は

１
年
間

◎
研
修
費
／
月
４
千
円

◎
応
募
方
法
／
入
塾
申
込
書
、
研

修
希
望
内
容
書
、
写
真
を
張
っ

た
履
歴
書
を
５
月
17
日
（
金
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
林
振
興
課
☎
77
‐
０
１
０
０

綾
雛
山
ふ
れ
あ
い
市
場

◎
期
間
／
３
月
２
日
（
土
）
～
３

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
◎
内
容
／
食
品
や
雑
貨
な
ど
を
販

売
２
度
と
戦
争
ど
ん
す
る
む
ん
じ
ゃ

ね
展

◎
期
間
／
３
月
11
日
（
月
）
～
29

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
５

時
◎
内
容
／
町
内
の
戦
争
体
験
者
の

話
を
つ
づ
っ
た
書
籍
の
改
訂
版

発
売
に
伴
い
、
太
平
洋
戦
争
を

振
り
返
り
ま
す

お
知
ら
せ

　

宮
交
バ
ス
の
土
・
日
・
祝
日
の

乗
車
料
金
が
お
得
な
「
ワ
ン
コ
イ

ン
パ
ス
」
と
、
平
日
の
乗
車
料
金

が
お
得
に
な
る
「
一
日
乗
り
放
題

乗
車
券
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
‐
７
２
７
０

交
通
指
導
員
な
ど
を

募
集
し
ま
す（
委
嘱
）

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

綾
夢
楽
人
ま
つ
り

み
や
ざ
き
で
働
こ
う

ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

第
10
回
生
涯
学
習
発
表
会

農
業
実
践
塾
の
塾
生
募
集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

看
護
師
募
集（
求
人
）
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